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Ａ．研究目的 

ゼブラフィッシュの一次線毛を免疫染色法により可

視化し、解析ツールを用いて一次線毛の形態を定量化

する手法を確立すること。その手法を用いて、化学物

質の曝露による一次線毛の形態変化を定量的に評価

すること。 

 

Ｂ．研究方法 
様々な細胞の一次線毛にEGFPを発現するゼブラフィ
ッシュの組織切片を作製し、EGFPに対する抗体を用い
た免疫染色により、一次線毛を可視化した。画像解析
ソフト（CiliaQ）を用いて、一次線毛の形態を定量的
に解析した。また、カルバミン酸エチルやトリクロロ
エチレンをゼブラフィッシュに曝露（受精後3日目か
ら7日目まで）し、脳における一次線毛の形態変化を
解析した。 
 
Ｃ．研究結果 
一次線毛の形態を定量的に解析する手法を確立した。
この手法を用いて、カルバミン酸エチル（10 mM）、
トリクロロエチレン（760 nM)の曝露（受精後3日目か
ら7日目まで）により、ゼブラフィッシュ脳の細胞の
一次線毛が短くなることを明らかにした。 
 
Ｄ．考察 

本研究で確立した一次線毛の定量的解析手法を用い

て、カルバミン酸エチルやトリクロロエチレンの曝露

による胆管上皮細胞の一次線毛形態を評価可能と考

えられる。 

 

Ｅ．結論 
本研究で確立した一次線毛の定量的解析手法を用い
て、化学物質の曝露による一次線毛の形態変化を様々
な細胞において評価することができる。 
 
F．健康危険情報 
該当なし。 
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研究要旨 

ゼブラフィッシュの様々な細胞における一次線毛を蛍光免疫染色法により可視化し、画像解析ソフトを

用いて定量化する手法を確立した。この手法を用いて、カルバミン酸エチル（10 mM）、トリクロロエチレ

ン（760 nM)の四日間曝露（受精後 3日目から 7日目まで）により、ゼブラフィッシュ脳の細胞の一次線

毛が短くなることを明らかにした。本手法を用いて、ゼブラフィッシュの様々な細胞において化学物質の

曝露による一次線毛の形態変化を評価することができる。 




